
群馬工業高等専門学校　2010 年度シラバス　8300520065EE/20101207

( 科目コード：8300520065EE)

【改訂】第 4 版（2010-04-14）
【科目】[ エネルギーシステム ]

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・2 単位
【対象学科・専攻】電子メディア工学科・5 年次
【担当教員】

大手 丈夫

【授業目標・教育方針】
　エネルギーシステムでは、エネルギーの採取（発生）から最終消費までの間に含まれる、エネルギーの発生、変換、
貯蔵、輸送、使用（消費：応用）などを含めた全体の体系（システム）について学ぶ。電気のエネルギ－の発生、輸
送、変換、貯蔵、使用（消費：応用）などの工学を主に学習する。現在、電気（エネルギー）はライフラインとして
日常の生活になくてはならないものである。各種の方法で発電、輸送、貯蔵、変換を行い、最終的にその電力 ( 電気）
を使用することにより、電動力を発生したり、発光、発熱、化学作用などを起こすことができる。学生は電力の発電、
輸送、貯蔵、変換および主な応用分野である、照明、電熱、電気化学、電気鉄道、電動力応用等の工学を広く、深く
理解・習得し、これらの分野の基礎力や解析および設計の能力を身につけ、世の中の人々の役にたつことができるよ
うになる ( する）。

【授業概要】
　 本科目の総授業時間数は、22.5 時間× 2 単位＝ 45 時間である。
エネルギーシステム（電気エネルギーシステム）は私たちの生活をたいへん豊かなものにしてくれている。最先端の
技術もこのシステムによって支えられており、高度情報化社会において、ますます重要な役割をはたすと考えられる。
これに伴い、エネルギー（電気エネルギー）の発生（採取、発電）、輸送、貯蔵、変換、使用（消費：応用）は、取り
扱う範囲も非常に広くなっている。本授業を受けることにより、エネルギーシステム（電気エネルギーシステム）を
わかりやすく、やさしく学習することが可能であり、その内容を広く、深く理解・習得できる。特に、電気エネル
ギーの変換、使用（消費：応用）を中心に学ぶ。
　授業の概要（内容）は、エネルギーシステム（電気のエネルギーシステム）の基礎事項、発電工学や輸送工学（送
配電工学）、変換工学および応用工学（照明工学、電熱工学、電気化学、電気鉄道、電動力応用、各種の電力応用：超
音波、プラズマ、マイクロ波、静電気などの応用）となっている。
（１）エネルギーシステムの基礎
　エネルギーシステムの全般的説明、基礎事項
（２）エネルギー発生システム
　発電、化石燃料システム、自然エネルギーシステム
（３）エネルギー輸送および貯蔵システム
　送電配電システム、電力貯蔵システム、各種エネルギー貯蔵システム
（４）エネルギーの変換および応用
（ Ⅰ）照明工学
　照明工学の基礎事項、光源一般、電球、放電灯一般、放電灯：蛍光ランプ；高圧水銀ランプ；その他の放電灯、そ
の他の光源、測光、配光・光度および光束の計算、照度計算、照明設計、視覚と色彩など、基礎的かつ重要な点のま
とめ
（ Ⅱ）電熱工学
　熱力学の基礎、電熱工学の基礎事項、発熱体、耐火材料と保温材料、家庭電熱、電気炉、電気乾燥、電気溶接、電
気冷凍など、基礎的かつ重要な点のまとめ
（ Ⅲ）電気化学
　電気化学の基礎事項、電池、電気分解、界面の基礎、金属防食と化学計測、電熱化学工業、電気化学の応用、基礎
的かつ重要な点のまとめ
（ Ⅳ） 各種の電力応用
　電気鉄道、電動力応用、超音波やマイクロ波の応用、プラズマや光の応用、静電気の応用、各種の電力応用、上記
全体の基礎的かつ重要な点のまとめ
　最後に上記全体の基礎的かつ重要な点の総まとめを行う。なお、自動制御についてはこれ以外に、別な科目として
開設している（科目：自動制御を参照のこと）。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：深尾保・増田参一郎・雨宮武男・佐土根範次　共著 ：「新編電気工学講座 21  改訂　電気応用（１）」、 コ
　　　　ロナ社
　　　　「プリント」
参考書：増田参一郎・曽小川久和　共著：「新編電気工学講座 22  改訂　電気応用（２）」、 コロナ社
　　　　吉江清・中路幸謙　著：「電気応用　改訂版」、電気学会
　　　　押田勇雄　編著：「現代　エネルギー工学概論」、オーム社

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし（座学）

【成績評価方法】
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%，その他：後期のみの科目です。

【本校の学習・教育目標】
○ (A) 地球的規模での人，社会，環境についての倫理・教養を身につける．
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．
○ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．
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【授業計画】（授業名：[ エネルギーシステム ]）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 エネルギーシステム
の基礎

エネルギーシステムの全般的説明、基礎事項

第 2 回 エネルギーシステム
の基礎

エネルギーシステムの全般的説明、基礎事項等

第 3 回 電気エネルギーシステムの基礎 電気エネルギーシステムの全般的説明・基礎事項等
（水力発電・火力発電・原子力発電・その他の発電・
変電・送電・配電・変換・応用などの概論）

第 4 回 エネルギー発生システム エネルギーの供給システム・発生法全般、化石燃料シ
ステム、自然エネルギーシステム

第 5 回 エネルギー発生システム 発電変電工学の基礎、原動機、水力学の基礎、水力発
電、

第 6 回 エネルギー発生システム 発電変電工学の基礎、熱力学の基礎、火力発電
第 7 回 エネルギー発生システム エネルギー発生システムの基礎、原子力発電、その他

の発電、各種エネルギー発生システムなど
第 8 回 電気エネルギーの輸送および貯

蔵システム
送電配電システム、電力貯蔵システム、各種のエネル
ギー貯蔵システム

第 9 回 電気エネルギーの輸送および貯
蔵システム

送電配電システム、電力貯蔵システム、各種のエネル
ギー貯蔵システム

レポ－ト、小テスト等

第 10 回 エネルギーの変換および使用　
（消費、応用）	
	

エネルギーの変換・使用（消費、応用）の全般的説
明・基礎事項（照明工学、電熱工学、電気化学、電気
鉄道、電動力応用工学、その他の電気応用など）

第 11 回 エネルギーの変換および使用　
（消費、応用）	

エネルギーの変換・使用（消費、応用）の全般的説
明・基礎事項（照明工学、電熱工学、電気化学、電気
鉄道、電動力応用工学、その他の電気応用など）
等

第 12 回 照明工学の基礎 照明工学の基礎事項
第 13 回 照明工学（光源） 光源の基礎事項、光源一般、電球、放電灯一般、

蛍光ランプ
第 14 回 照明工学（光源） 放電ランプ：高圧水銀ランプ；その他の放電灯、その

他の光源など、基礎的かつ重要な点のまとめ
第 15 回 照明工学（照明計算等） 測光、配光・光度および光束の計算
第 16 回 照明工学（照明計算等） 照度計算
第 17 回 照明工学（照明計算等） 照度計算
第 18 回 照明工学 ( 照明計算など） 照度計算など
第 19 回 照明工学 照明設計、視覚と色彩、基礎的かつ重要な点のまとめ
第 20 回 電熱工学の基礎 電熱工学の基礎事項
第 21 回 電熱工学の基礎 電熱工学の基礎事項、各種加熱法等
第 22 回 電熱工学 発熱体、耐火材料と保温材料、家庭電熱、電気炉、電

気乾燥、電気溶接、電気冷凍など
第 23 回 電熱工学 発熱体、耐火材料と保温材料、家庭電熱、電気炉、電

気乾燥、電気溶接、電気冷凍など、
基礎的かつ重要な点のまとめ

レポ－ト、小テスト等

第 24 回 電気化学の基礎 電気化学の基礎事項
第 25 回 電気化学の基礎 電気化学の基礎事項等
第 26 回 電気化学 電池、電気分解、界面の基礎

金属防食と化学計測、電熱化学工業、電気化学の応用
など、
基礎的かつ重要な点のまとめ

第 27 回 各種の電力応用 電気鉄道、電動力応用、超音波やマイクロ波の応用
第 28 回 各種の電力応用 超音波やマイクロ波の応用、プラズマや光の応用、静

電気の応用
第 29 回 各種の電力応用 各種 ( その他）の電力応用等、基礎的かつ重要な点の

まとめ
第 30 回 総まとめ 上記全体の基礎的かつ重要な点の総まとめ
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